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　　　　２００９年度　年間聖句

　　　「受けるよりは与える方が幸いである」
               （新共同訳：使徒言行録 20 章 35 節）     

●ボランティア精神をはぐくみ、互いに協力し、明る

くあたたかい地域社会の形成に努めます。

●すべての世代の人びとが、出会いと生きがいを見い

だすための、生涯にわたる気づきと学びの活動を展開

します。

●未来を築く力強い子どもたちを、家庭、地域社会と共

に育てます。

●生命を尊重する心を養い、自然と人間が調和する働

きをすすめます。

●世界の人びとと力を合わせ、環境、人権、貧困の課

題に取り組み平和で公正な世界をめざします。

大阪ＹＭＣＡの使命
大阪ＹＭＣＡは、聖書に示されたイエス・キリス
トの愛と奉仕の生き方に学び、ＹＭＣＡの世界的
な運動に連なり、希望を持って、共に生きる社会
の実現をめざします。
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あけましておめでとうございます。皆様には新年のスタートを心新た

にお迎えになられたことと思います。

世界が希望をもって新しい世紀を迎えてから早や１０年が経とうとし

ています。この間、私たちを取り巻く環境は揺れ動き、グローバリゼー

ションや経済至上主義の弊害、孤立、格差、地球温暖化と自然災害の増加、

飢餓・内戦・テロ等など、大阪ＹＭＣＡが活動の使命に掲げた「環境・人権・

貧困・平和の課題」は広く深く複雑さをますます増してきています。

今、人々は政権を代え、新しい時代を求めて苦悩していますが、社会

の希望を「青年」に託すＶＩＳＩＯＮや夢はどこからも一向に語られて

きません。様々に語られている議論では経済合理性に判断の基準を置く

社会の姿が語られていますが、教育や福祉など人が育まれること、生き

ていくことは経済合理性の視点からのみでは語れないのです。人が生き

ていく価値や人間観をどこにおくのかが議論に現れていないのです。

「ＶＩＳＩＯＮがなければ民は堕落する」と御言葉にあるようにＶＩＳ

ＩＯＮが消える時、人の力は失せ、知恵は行き詰まります。人であろう

と国であろうと夢を失い、ＶＩＳＩＯＮを失った時、すべての物事は下

降線をたどるのではないでしょうか。

新春メッセージ

大阪ＹＭＣＡ総主事　末
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今こそ、ＹＭＣＡは“未来に希望をもつ青年”を育て社会に送り出す

役割を果たさなければならないと強く思います。その活動は次のような

基盤の上にあります。

　１．「未来に希望をもち、社会を変革する青年が育つ場であること」

　―まだ社会に認知されていない“人間観、社会観、価値観”を示す。

　２．「国際的な人と組織のネットワークを持った活動であること」

　　　―グローバルな視点で人々と連帯する。

　３．「ＳＰＩＲＩＴ・ＭＩＮＤ・ＢＯＤＹが調和した人の成長を図る活

動であること」　―キリスト教に基づく価値観で“人間とは何か”を

問いかける。

　４．「キリスト者だけでなく、多くの市民と共に人に優しい活動を展開

　　すること」　―人々が孤立せず繋がりをもった福祉社会を広げる。

新しい年、霧のようなうれいが覆う社会の中でこそ、主のみ声にした

がい、心を高くあげ、様々な活動を希望をもって展開してまいりましょう。

一つひとつのＶＩＳＩＯＮが実現していきますように、多くの方々の

ＹＭＣＡ活動へのご理解、ご協力、ご支援をお願いいたします。
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人に優しい福祉社会を創りだす

未来に希望をもつ青年を育み、

２０１０年　こころを高くあげよう

こころを高くあげよう。

主のみ声にしたがい、ただ主のみを見上げて、心を高くあげよう。

霧のようなうれいも、やみのような恐れも、みなうしろに投げすて、

こころを高くあげよう。

　　　　　　　　　　　　　　　            （讃美歌第２編 1番）


